




























第 55 巻第 2 号，2018 年，153―168 頁。「近世－ 19 世紀の『海上大国』・『陸上大国』と戦争―国際政治の構
図をめぐる考察（2）―」『千葉商大紀要』第 56 巻第 1 号，2018 年，71-86 頁。
（2） 小田岳夫『義和団事件』新潮社，1969 年を参照。
（3） 君塚直隆『ベル・エポックの国際政治―エドワード七世と古典外交の時代』中央公論新社，2012 年，135 頁。
〔論　説〕
―71―
千葉商大紀要　第 56 巻　第 3 号（2019 年 3 月）pp. 71-86
（いずれも，17 世紀頃に同地に入植したオランダ人の子孫〔ボーア人〕が建国した）と
戦い，自らの勢力圏に取り込んだ（ボーア戦争，1899-1902 年）。その際，英国は 45 万人


































（6） 野村實『日本海海戦の真実』講談社，1999 年，68-69 頁。
（7） 19 世紀末-20 世紀初頭の欧州における大国の同盟関係については，J・ジョル著，池田清訳『第一次大戦の起
源』みすず書房，1987 年を参照。
―72―








日にロシアに総動員の中止を求めたが，ロシアが応じなかったため，同年 8 月 1 日，ロシ
アに宣戦を布告した。こうした中，英国は，ドイツがフランス及びベルギー（1830 年に
独立を達成した後，永世中立国となっていた）に軍事侵攻したことに国内世論が反発した
ため，8 月 4 日，ドイツに宣戦布告した（8）。こうして，英国とロシアは，ドイツを抑える
形で共に戦争へと突入した（第一次世界大戦）。
　そして同年 8 月，英国は欧州大陸に 15 万人の陸軍部隊を派遣し，フランスの陸軍部隊
と共にドイツ軍の進撃を食い止めた。しかし，戦闘で大きな打撃を受け，戦線は膠着状態

















軍属に加え，1 億 5 千万ポンドの戦費を頼った（10）。さらに戦費を調達するため，3 億 5
千万ポンド分の戦時公債を発行したものの，高い発行額を設定したために目標の 3 分の 1
（8） 英露等が戦争に介入する経緯は，高坂正堯『古典外交の成熟と崩壊』中央公論社，1978 年，309-335 頁。
（9） 戦闘の経緯は，飯倉章『第一次世界大戦史』中央公論新社，2016 年，A・J・P・テイラー著，倉田稔訳『第
一次世界大戦』新評論，1980 年を参照。














に踏み切ると，米国はドイツに宣戦布告し（1917 年 4 月），大規模な陸軍を欧州に派遣し








1918 年 3 月）。











（11）『朝日新聞』2017 年 8 月 12 日。
（12） 土肥恒之『ロシア・ロマノフ王朝の大地』講談社，2016 年，311 頁。和田春樹他編『世界歴史体系ロシア史 3』
山川出版社，1997 年，23-24 頁。
（13） 前掲書『国際関係史』201 頁。
（14） Z.Brzezinski,The Grand Chessboard,BasicBooks,NewYork,1997,p4.
―74―














































































（20） 山口定『現代ヨーロッパ政治史（下）』福村出版，1983 年，474 頁。
―76―












　1939 年 8 月 23 日，ソ連はドイツとの安全保障に関する取り決め（独ソ不可侵条約）に
調印した。この条約には付属の議定書が付けられ，そこには，ソ連がフィンランド，エス
トニア，ラトビアを勢力圏に収める他，ドイツとの間でポーランドを分割することが決め


















服させようと図った（バトル・オブ・ブリテン，1940 年 7 月-10 月）。しかし，ドイツ空
軍の戦闘機は航続距離が短いたために爆撃機を十分に護衛できず，加えて英空軍の頑強な















避けるための交渉（1941 年 1 月-12 月）では，米国政府が日本に「中国からの撤兵」を求
めたのを拒否し，ドイツが対英米戦に勝利する可能性を頼りに，対米開戦を決定した。
第二次世界大戦の終結と英米ソ関係













年 8 月），イランを対独戦に参加させた。続いて米国等と連合軍を結成し，翌 1944 年 6 月
6 日，連合軍の大部隊は北フランスのノルマンディーに上陸した後にフランスの首都パリ
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そして同年 4 月末，ソ連軍はドイツの首都ベルリンに突入し，激戦の末，同年 5 月初めに
制圧した。その戦闘中にヒトラーは自殺し，ドイツは同年 5 月 9 日に降伏した。
　一方，日本は 1941 年 12 月，対英米開戦に踏み切り，第二次世界大戦がアジア太平洋地
域にも拡大した。これに対して英米両国は，英国がフィリピン以外の東南アジアを，米国
がフィリピン及び太平洋地域を，夫々戦場として分担した上で戦争に臨んだ。しかし，英






　他方の米国は，1942 年 6 月にミッドウェー沖の海戦に勝利すると，日本への反撃を開
始した。当時の米国は，1945 年時点で GNP が世界全体の 50 パーセントに達しており（27），
欧州方面と同様に大規模な陸海軍戦力を投入して日本軍の拠点を次々と攻略し，日本の本
土へと迫っていた。また，ソ連は，1945 年 2 月，クリミヤ半島のヤルタで英米両国と話
し合いに臨み（ヤルタ会談），日本との中立条約（前出）を破棄して対日参戦に踏み切る
という密約を交わしていた。
　この後，米軍が広島と長崎に原子爆弾を投下して大打撃を与え（1945 年 8 月 6 日及び 9
日），続いてソ連軍が満州国や朝鮮等に侵攻すると，日本は抵抗を断念して降伏し（1945
年 8 月 15 日），第二次世界大戦は終結した。
　結局，英国は勝利したものの，戦争の代償として国家資産の 4 分の 1 を消耗し，戦後に
はアジア及びアフリカの植民地が次々と独立するなど，国際政治での発言力及び勢力圏が
縮小していった。他方，米国は，圧倒的な戦力によって勝利した結果，英国に代わって「海

















































る勢力に奪われるのを阻止するため，1979 年の 12 月末，約 17 万 5 千人の兵力をアフガ
ニスタンに投入して親ソ政府のテコ入れを企てた。しかし，ソ連軍は従来，国家間での正
規軍同士の戦闘を想定して訓練していたため，アフガニスタンでは反政府組織及びこれを
（28） コンゴ動乱は，L・J・ハレ―著，太田博訳『歴史としての冷戦』サイマル出版会，1967 年，295-300 頁。
（29） 第 4 次中東戦争は，香西茂『国連の平和維持活動』有斐閣，1991 年，216-222 頁。
―80―
























政府（アチソン国務長官）は，1950 年 1 月の記者会見で，「米国はアジアにおいて，アリュー
シャン列島，日本，沖縄諸島，フィリピンを防衛圏に置く」と発言した（32）。北朝鮮は，
この発言から，「韓国を武力で併合しても米国は動かない」と判断し，ソ連からの同意を









（31） 中島嶺雄『中ソ対立と現代』中央公論社，1978 年，75-81 頁。


















































　この戦争によって，米国は約 250 万人の兵を出兵して 6 万人余りの死者を出し，行方不





すると，ソ連は 1948 年 6 月，西ベルリンへの石油・石炭・食料等の供給を停止した（ベ
ルリン封鎖）。この事態に米国側はベルリンに生活必需品を航空機によって運んで対抗し
（西ベルリン空輸作戦），西ベルリンの市民も封鎖を持ち堪えた結果，ソ連は，米国側と
の軍事衝突に発展するのを懸念し，翌 1949 年の 5 月にベルリンの封鎖を解除した（37）。こ
の後，米国は西ドイツ（1949 年 9 月に成立）等西欧諸国と NATO（北大西洋条約機構）
を結成し，ソ連は東ドイツ（1949 年 10 月に成立）等東欧諸国との間に WTO（ワルシャワ
条約機構）を結んで（1955 年 5 月），欧州での勢力圏を分け合った。
　その後，ソ連は 1961 年の 6 月，米国側に「東ドイツと平和条約を結ばなければ東西ベ












への軍事介入を決断し，同年 10 月 29 日，イスラエルがシナイ半島（エジプトとの国境地
（35） 戦争の経緯は，松岡完『ベトナム戦争　混乱と誤解の戦略』中央公論新社，2001 年を参照。









































ア事件資料集（全 2 巻）』みすず書房，1968 年を参照。
（41） 危機の経緯は，M・ドブス著，布施由紀子訳『核時計零時一分前―キューバ危機 13 日間のカウントダウン』
日本放送出版協会，2010 年を参照。
―84―
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